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養護教諭の救急処置能力向上法に関する研究＊
―救急処置対応能力を向上させるためのチェックリストの検討―
A Study of Improvements in the First Aid Ability Methods of Yogo Teachers
― Check Lists’ Examination for Improving the First Aid Abilities
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（ 1 ）調査期間　2008年 8 ～ 9 月





















































































































図 2 -A　「Ⅰ状況把握」段階の連絡の形態及び確認方法、状況把握方法、確認者（n= 外科115、内科93）
図 2 -B　「Ⅰ状況把握」段階の欠落を招きやすい事項（n= 外科115、内科93）


































図 4 -A に「Ⅲ処置後の経過の把握」段階の 1 連絡の形態、 2 確認方法、 3 状況把握方法、 4 確
認者の内容を示す。このグラフから「経過の把握」では、養護教諭が被災児童・生徒に、「保健室
で」、「一人で」、「聞いた」という状況が推測される。経過把握の方法として他に「見た」もあるが、







図 5 -A に「Ⅳ結果の把握」段階の 1 確認の形態、 2 確認者の内容を示す。「結果の把握について」
は、確認の形態で、保護者や医療関係者から養護教諭が一人で受けることが読み取れる。その結果、




























図 7 から図10のグラフの意味は、図 2 から図 5 のそれと同じであるが、自由記述に基づく実態調







図 7 -A に「Ⅰ状況把握」段階の連絡の形態及び確認方法、状況把握方法、確認者の内容を示す。
事例は転倒による頭部打撲であったから、現場へ出向いて話し、聞き、見ることを複数で行い状況






図 8 -A に「Ⅱ処置法の決定・実施」段階の決定者及び場所、処置状況、移送手段の内容を示す。
処置の決定は養護教諭が主で、事故現場と保健室の両方で行われている。転倒・打撲で外傷無しと






図 9 -A に「Ⅲ処置後の経過の把握」段階の連絡の形態及び確認方法、状況把握方法、確認者の
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